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太 陽 光 発 電システムの導 入 は、再 生 可 能エネルギーへの移 行を支えるとともに、個々のエ
ネルギーコストを削減する大きなステップです。
しかしながら、太 陽 光 発 電 設 備を導 入した後 の� � 年 間 は、売 電 価 格 の変 動 、システムのメ
ンテナンス、そして固定価格買取制度（FIT制度）の終了といった課題があります。
この記事では、それらの課題に対処するための効果的な対策と、太陽光発電システムの��
年後の維持管理について解説します。

太陽光発電の設置で �� 年後はどうすればいい？耐用年数やメンテナンス
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太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 寿 命 は ？

太陽光発電システムは、そのコンポーネントにソーラーパネル、パワーコンディショナー、架台などが含まれます。

その公式な耐用年数は��年と定められていますが、これは法定耐用年数であり、税法の会計基準を示すものに過

ぎません。

法定耐用年数＝「設備・機器の寿命」と思 われる誤解 がとても多いです。��年で太陽光発電システムの寿命 がくる

ということではありませんので、その点は勘違いしないでくださいね。

実 際 には、� � 年 以 上 、現 役で稼 働することも普 通 にあります。逆 に� � 年や� � 年で寿 命 を迎えてしまうケースも珍

しくありません。太 陽 光 発 電システムの持 続 性 は、その運 用とメンテナンスに大 いに依 存します。� � 年 後 のメンテ

ナンスが太陽光発電システムの寿命を大きく左右する要素と言えます。

太 陽 光 発 電 に メ ン テ ナ ン ス が 欠 か せ な い 理 由 と か か る 費 用

太 陽 光 発 電システムは、一 度 設 置したらそれで終 わりというものではありません。継 続 的 なパフォーマンスを保つ

ためには、定期的なメンテナンスが不可欠 。

設 置 から� � 年や� � 年で寿 命 を迎える太 陽 光 発 電システムの大 部 分 は、適 切 なメンテナンスを怠っているためで

す。メンテナンスを行うことで、システムの寿命を延 ばし、最高の性能を維持することが可能になります。

一 般 的 な住 宅 向 けの太 陽 光 発 電システムのメンテナンス費 用 は、定 期 的 な検 査 に約 � 万 円 、ソーラーパネルの清

掃を含む総合的なメンテナンスには�～��万円程度がかかると考えられます。

さらに、定 期 検 査 の結 果 からパワーコンディショナーやソーラーパ ネルの修 理・交 換 が必 要となった場 合 、これに

は数十万円単位の費用が発生する可能性もあります。

このため、適 切 な予 算 計 画と一 緒 にメンテナンスの重 要 性 を理 解することが、長 期 的 に見てコスト効 率 の良 いシ

ステムを保つために重要となります。
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太 陽 光 発 電 は 火 災 保 険 の 保 証 対 象 に な る ？

太 陽 光 発 電システムを設 置した場 合、ソーラーパネルも基 本 的に火 災 保 険 の補 償 対 象となります。ただし、いくつ

かの注意点があります。

　・建物所有者とソーラーパネルの所有者が異なる場合

　・屋根一体型ではなく、架台型のソーラーパネルを設置する場合

　・ソーラーパネルが経年劣化で損傷した場合

これらの 場 合 、ソーラーパ ネル が 火 災 保 険 の 補 償 対 象 にならない 可 能 性 が あります。そのため 、太 陽 光 発 電シス

テムを設置する際は、必ず保険会社に確認しておきましょう。

�� 年間で見る太陽光発電のメンテナンスの頻度とタイミング

家 庭 用 太 陽 光 発 電システムを設 置するとき、メンテナンスは法 律 により必 須とされています。しかし、「何 年ごとに

定期点検を行うべきか」といった具体的な頻度はルール化されていません。

このた め 、それ ぞれ の 設 置 者 が 必 要と判 断したタイミングで定 期 点 検 、修 理 、交 換 を実 施することが 求 められま

す。

一 般 的 に、最 低 限 の 点 検 を行うべきタイミングとしては、システム設 置 後 の � 年 目 、メーカー保 証 期 限 が 迫る� 年

目 が 挙 げられます。この�つのタイミングでは、特 に太 陽 光 発 電システムの機 能と性 能 を確 認し、必 要 に応じてメ

ンテナンスを行うことが重要です。

また、出 力 が� � k W 以 上 の太 陽 光 発 電システムの場 合 、� 年に一 度 の定 期 点 検 が義 務 づけられています。このよう

な規定を参考に、住宅用太陽光発電システムでも、可能であれ ば�年ごとに定期点検を行うと良いでしょう。
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卒 F I T に な る と 太 陽 光 発 電 の 売 電 価 格 が 下 が る � つ の 理 由

太陽光発電システムを設置する際には、固定価格買取制度（FIT制度）を利用することが一般的です。

F I T 制 度とは、一 定 期 間 にわたって電 気 料 金よりも高 い価 格で電 力を買 い取る制 度です。この制 度 により、太 陽 光

発電システムを設置した住宅や事業者は、売電収入を得ることができます。

F I T 制 度 の買 取 期 間 は� � 年 間 。� � 年 が経 過すると「F I T 制 度 の買 取 が満 了する」と言う意 味で「卒 F I T」となり、市

場 価 格で電 力を売 電することになります。市 場 価 格 はF I T 制 度 の買 取 価 格よりも低いため、卒 F I Tすると売 電 収 入

が減少します。

建物と家財のどちらが補償対象になるのか

火 災 保 険 の補 償 対 象 は建 物と家 財 に分 けられます。ソーラーパ ネルは、多くの場 合 、建 物 の部 分と見 なされます。

そのため、建物所有者 が太陽光発電システムを設置した場合、ソーラーパネルは建物として火災保険の補償対象

となります。

ただし、賃 貸 物 件 への入 居 者 がソーラーパネルを自 費で設 置する場 合 など、建 物 所 有 者とソーラーパネルの所 有

者 が異 なる場 合や、屋 根 一 体 型ではなく架 台 型 のソーラーパネルを設 置する場 合 などでは家 財と見 なされること

もあります。

太陽光発電を設置するときは、必ず火災保険に加入する

太陽光発電システムは、万が一の火災や災害に備えて火災保険に加入しておくことが大切です。

火災保険に加入することで、太陽光発電システムの損害を補償してもらえます。太陽光発電システムを設置する際

には、必ず火災保険に加入しましょう。

太陽光パネルに火災保険をかけられる？相場や詳細についても解説

https://wajo-holdings. jp/media/����



なぜ卒FITすると売電価格が下がってしまうのか、その理由はいくつかあります。

　・太陽光発電システムの設置費用が下がっている

　・太陽光発電システムの普及率が高まっている

　・電力自由化により、電力会社間の競争が激化している

太 陽 光 発 電システムの設 置 費 用 は、技 術 の進 歩や生 産 量 の増 加により、年々下 がっています。また、太 陽 光 発 電シ

ステムの普及率が高まっているため、市場に供給される電力量が増えています。

さらに、電 力 自 由 化により、電 力 会 社 間 の競 争 が激 化しているため、電 力 会 社 はより低 価 格で電 力を販 売しようと

しています。

これらの要因により、卒FITすると売電価格が下がってしまうわ けですね。

卒 F I T 後 も、太 陽 光 発 電システムは電 気 代 を節 約できるため、設 置 を検 討する価 値 はあります。しかし、売 電 収 入

を期待して太陽光発電システムを設置する場合には、卒FIT後の売電価格を十分に考慮する必要があります。
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設置から �� 年後に自家消費への切り替えが選択肢となる理由

太 陽 光 発 電システムを設 置した場 合 、� � 年 間 は固 定 価 格で電 力を売 電することができます。しかし、� � 年 が 経 過

すると、「卒 F I T」となり、市 場 価 格で電 力 を売 電することになります。市 場 価 格 はF I T 価 格よりも低 いため 、卒 F I T

すると売電収入が減少します。

例えば、� � � � 年 度のF I T 価 格 は、� � k W 未 満で� � 円、� � k W 以 上で� � 円であったのに対し、� � � � 年 度 は、� � k W

未満で��円、��kW以上で��円にまで下落しています。����年度にはさらに下がるとも言 われています。

そのため、卒FIT後は、自家消費に切り替えたほうが経済的メリットが大きいといえます。自家消費とは、太陽光発

電システムで発 電した電 気を自 宅で使 用することです。自 家 消 費 に切り替えることで、電 気 料 金を節 約することが

できます。

また、電 気 代 高 騰の影 響を受 ける心 配もありません。電 気 代 は、近 年、年々上 昇しています。しかし、自 家 消 費に切

り替えることで、電気代を削減することにつながります。

太陽光発電システムを設置した方は、卒FIT後に自家消費に切り替えることを検討することをおすすめします。

引用：日本経済産業省「太陽光発電設備の固定価格買取制度（FIT）における買取価格（����年）」

https://www.enecho.meti.go. jp/categor y/saving_and_new/saiene/kaitori/kakaku.html#h��

日本経済産業省「太陽光発電設備の固定価格買取制度（FIT）における買取価格（����年）」

https://www.enecho.meti.go. jp/categor y/saving_and_new/saiene/kaitori/fit_kakaku.html

太陽光発電設置から �� 年後にとるべき � つの対策

太 陽 光 発 電システムを導 入してから� � 年 が経 過して卒 F I Tを迎えた場 合、自 家 消 費 への切り替えが有 利に働くた

めにはどのような対策を取るべきでしょうか。以下に特におすすめの�つの対策を示します。
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蓄電池を活用する

余剰エネルギーを売電するだけでなく、蓄電池に貯めておくことも、エネルギーの有効利用策の一つです。

太 陽 光 発 電システムのみの場 合 、発 電したタイミングでのみエネルギーを使 用でき、夜 間や天 候 が 悪 い時 などは

電力会社から電力を購入する必要があります。

しかし蓄 電 池 を導 入すれ ば、日 中 に発 電したエネ ル ギーを一 時 的 に保 存し、夜 間 などの 必 要 な 時 に使 用できま

す。これにより自家消費率を高めることが可能になります。

電気代を節約できる

太 陽 光 発 電システムと蓄 電 池を組 み合 わせることで、日 中 に発 電した電 気を蓄 電 池 にためておき、夜 間 に電 気 代

を安くすることができます。また、大 規 模 災 害 が 発 生し停 電した場 合でも、蓄 電 池 から電 力 を供 給することができ

ます。

適切な電力会社との新たな契約

自 家 消 費をするにしても、すべての発 電 量を自 家で消 費できない場 合 があります。その余 剰 電 力を買い取ってもら

うには、適切な電力会社と新たに契約を結ぶことが重要です。

一 般 的 な電 力 事 業 者との契 約を続 けることも可 能ですが、各 電 力 会 社で買 取 価 格 は異 なります。したがって、新た

に他の電力会社と契約を結ぶことで、より利益を増やすことができるかもしれません。

電 力 会 社との新 契 約 は、新 設 備の導 入や交 換といった追 加コストが発 生しないため、容 易に実 施できる対 策の一

つです。

太 陽 光 発 電 と 蓄 電 池 の 併 用 は メ リ ッ ト が た く さ ん

太陽光発電システムと蓄電池を併用することで、以下のようなメリットがあります。

　・電気代を節約できる

　・停電時の備えになる

　・災害時の備えになる

　・環境に貢献できる



停電時の備えになる

大 規 模 災 害 が 発 生し停 電した場 合でも、蓄 電 池 から電 力 を供 給することができます。これ により、照 明やテレビ、

冷蔵庫などの電力を継続して使用することができます。

災害時の備えになる

自 然 災 害 が発 生した場 合、停 電や断 水 などの被 害 が発 生する可 能 性 があります。太 陽 光 発 電システムと蓄 電 池を

組み合 わせることで、停電や断水に備えることができます。

環境に貢献できる

太 陽 光 発 電 は、太 陽 光エネルギーを直 接 電 気 に変 換するシステムです。そのため、化 石 燃 料を燃 焼する必 要 が な

く、環境に優しい発電方法です。
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太 陽 光 発 電 � � 年 後 の 選 択 を ど う す る か の 検 討 は 必 須 で す

太 陽 光 発 電システムは� � 年 以 上 の耐 用 年 数 を持っていますが、その間 に売 電 価 格やF I T 制 度 の変 動 に対 応する

ための対策が必要となります。

特 にF I T 制 度 終 了 後 、即ち卒 F I T 後 は売 電 価 格 が 下 がるため、自 家 消 費 への切り替えが 経 済 的メリットを提 供し

ます。

また、新しい 電 力 会 社との 契 約や蓄 電 池 の 導 入 も、自 家 消 費 を増やし、余 剰 電 力 をより有 利 に販 売する方 法とし

て有効です。

太陽光発電のメンテナンスのことでお困りのことがありましたら、創業��年��,���棟以上の施工実績のある、太

陽光メンテナンスの総合専門会社「とくとくサービス」にご相談、お問い合 わせください！

「契 約しているメンテナンス業 者 に不 満 がある」、「なぜか売 電 価 格 が 減っている」、「自 然 災 害で太 陽 光パ ネル が

壊 れてしまった」などのお悩み、私たちが全て解決いたします！



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


